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本

日

、

平

成

三

十

一

年

五

條

市

議

会

第

一

回

臨

時

会

が

招

集

さ

れ

ま

し

た

と

こ

ろ

、

議

員

各

位

に

は

何

か

と

御

多

用

の

と

こ

ろ

御

参

集

を

賜

り

厚

く

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

本

臨

時

会

は

工

事

請

負

契

約

の

締

結

議

案

等

が

提

出

さ

れ

て

い

ま

す

の

で

、

議

員

各

位

に

は

ど

う

か

議

案

審

議

に

御

精

励

を

い

た

だ

き

ま

す

と

と

も

に

、

円

滑

な

る

議

会

運

営

に

格

段

の

御

協

力

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

し

て

、

開

会

の

挨

拶

と

い

た

し

ま

す

。
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、
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げ
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す
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記
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議
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だ

よ

り

五

條

並

び

に

広

報

五

條

に

掲

載

の

た

め

、

各

会

議

の

日

程

中

、

事

務

局

に

写

真

撮

影

を

さ

せ

ま

す

の

で

、

御

了

承

願

い

ま

す

。
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だ

い

ま

の

出

席
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員

数

は

定

足

数

に
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り

ま

す

の

で
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会

議

が
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立

い
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し

ま

す
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こ

ろ
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各

位
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出

席

を
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お
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上

げ

ま

す
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た

平
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力
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に

御

活

躍

を

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

こ

と

に

、

衷

心

よ

り

厚

く

お

礼

を

申

し

上
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す
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て
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事

請

負

契

約

の
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び
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案
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す
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日
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日

程
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手

元
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十

番

 
 
 

 

吉

 
 

 

田

 
 

 

雅

 
 

 

範

 
 

 

議

員

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十

一

番

 
 
 

 

藤

 
 

 

冨

 
 

 

美

 

恵

 

子

 
 

 

議

員

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十

二

番

 
 

 

大

 
 

 

谷

 
 

 

龍

 
 

 

雄

 
 

 

議

員

 

以

上

、

三

名

の

方

に

お

願

い

を

い

た

し

ま

す

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

次

に

日

程

第

二

、

会

期

決

定

の

件

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

定

例

会

の

会

期

に

つ

き

ま

し

て

は

、

去

る

一

月

三

十

日

開

催

の

議

会

運

営

委

員

会

に

お

き

ま

し

て

御

協

議

を

賜

り

ま

し

た

結

果

、

先

に

御

通

知

申

し

上

げ

ま

し

た

と

お

り

本

日

か

ら

二

月

八

日

ま

で

の

三

日

間

と

い

た

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

こ

れ

に

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

会

期

は

本

日

か

ら

二

月

八

日

ま

で

の

三

日

間

と

決

定

い

た

し

ま

し

た

。

 

 

な

お

、

会

期

中

の

会

議

予

定

に

つ

き

ま

し

て

は

、

各

位

に

御

通

知

申

し

上

げ

ま

し

た

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

次

に

日

程

第

三

、

市

長

の

提

出

議

案

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

太

田

市

長

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

市

長

 

太

田

好

紀

登

壇

〕

 

○

市

長

（

太

田

好

紀

）

そ

れ

で

は

本

臨

時

会

に

提

出

の

議

案

に

つ

い

て

御

説

明

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

ま

ず

、

報

第

一

号

 

専

決

処

分

の

報

告

、

承

認

を

求

め

る

こ

と

（

平

成

三

十

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

（

第

五

号

）

）

に

つ

き

ま

し

て

は

、

歳

入

歳

出

予

算

に

そ

れ

ぞ

れ

五

千

五

百

九

十

九

万

八

千

円

を

追

加

し

、

予

算

総

額

を

二

百

二

十

五

億

九

千

百

九

万

一

千

円

と

す

る

も

の

で

、

補

正

の

内

容

は

、

新

庁

舎

整

備

事

業

に

つ

い

て

免

震

装

置

及

び

議

場

レ

イ

ア

ウ

ト

等

の

変

更

に

係

る

設

計

業

務

委

託

料

の

追

加

並

び

に

（

仮

称

）

木

質

チ

ッ

プ

生

産

施

設

整

備

事

業

に

つ

い

て

工

事

請

負

費

等

の

追

加

の

予

算

措

置

、

さ

ら

に

こ

れ

ら

の

事

業

に

係

る

繰

越

明

許

費

の

補

正

で

、

関

係

機

関

と

の

調

整

や

適

正

な

工

期

の

確

保

に

特

に

緊

急

を

要

し

た

た

め

、

専

決

処

分

を

し

た

の

で

報

告

し

、

承

認

を

求

め

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

次

に

、

議

第

一

号

 

工

事

請

負

契

約

の

変

更

に

つ

き

ま

し

て

は

、

衛

生

セ

ン

タ

ー

解

体

撤

去

工

事

の

請

負

金

額

、

二

億

四

千

二

百

十

二

万

五

千

二

百

円

を

三

百

三

万
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四

千

八

百

円

減

額

し

て

二

億

三

千

九

百

九

万

四

百

円

で

村

本

建

設

株

式

会

社

奈

良

本

店

と

、

工

事

請

負

契

約

の

変

更

契

約

を

締

結

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 
次

に

、

議

第

二

号

 

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

き

ま

し

て

は

、

五

條

市

立

養

護

老

人

ホ

ー

ム

花

咲

寮

建

設

工

事

を

、

先

日

、

総

合

評

価

落

札

方

式

（

簡

易

型

）

一

般

競

争

入

札

で

実

施

い

た

し

ま

し

た

と

こ

ろ

、

十

億

八

千

九

百

九

十

万

九

千

円

で

大

日

本

土

木

・

キ

タ

ム

ラ

特

定

建

設

工

事

共

同

企

業

体

、

代

表

者

大

日

本

土

木

株

式

会

社

奈

良

営

業

所

が

落

札

し

、

そ

の

工

事

の

請

負

契

約

を

締

結

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

以

上

が

、

こ

の

た

び

提

出

い

た

し

ま

し

た

議

案

の

概

要

で

あ

り

ま

す

。

 

議

員

各

位

に

は

慎

重

審

議

の

上

、

御

議

決

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

市

長

の

提

出

議

案

の

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

次

に

日

程

第

四

、

報

第

一

号

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

事

務

局

長

に

件

名

を

朗

読

さ

せ

ま

す

。

 
 

○

事

務

局

長

（

坂

口

愼

一

）

報

第

一

号

 

専

決

処

分

の

報

告

、

承

認

を

求

め

る

こ

と

に

つ

い

て

（

平

成

三

十

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

（

第

五

号

）

）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

提

案

理

由

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

吉

田

理

事

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

理

事

 

吉

田

暁

史

登

壇

〕

 

○

理

事

（

吉

田

暁

史

）

失

礼

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

た

だ

い

ま

上

程

い

た

だ

き

ま

し

た

報

第

一

号

、

専

決

処

分

の

報

告

、

承

認

を

求

め

る

こ

と

に

つ

い

て

（

平

成

三

十

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

（

第

五

号

）

）

に

つ

き

ま

し

て

、

御

説

明

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

恐

れ

入

り

ま

す

が

、

議

案

書

の

一

ペ

ー

ジ

を

御

覧

い

た

だ

き

た

い

と

存

じ

ま

す

。
 

 
 

本

案

は

、

新

庁

舎

整

備

事

業

に

つ

い

て

免

震

装

置

及

び

議

場

レ

イ

ア

ウ

ト

等

の

変

更

に

係

る

設

計

業

務

委

託

料

の

追

加

、

並

び

に

（

仮

称

）

木

質

チ

ッ

プ

生

産

施

設

整

備

事

業

に

つ

い

て

工

事

請

負

費

等

の

追

加

の

予

算

措

置

、

さ

ら

に

こ

れ

ら

の

事

業

に

係

る

繰

越

明

許

費

の

補

正

で

ご

ざ

い

ま

し

て

、

関

係

機

関

と

の

調

整

や

適

正

な

工

期

の

確

保

に

特

に

緊

急

を

要

し

た

た

め

、

地

方

自

治

法

第

百

七

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

平

成

三

十

一

年

一

月

十

一

日

付

け

を

も

っ

て

専

決

処

分

と

し

た

た

め

、

同

条

第

三

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

そ

の

旨

を

議

会

に

報

告

し

、

併

せ

て

承

認

を

求

め

る

も

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。
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恐

れ

入

り

ま

す

が

、

別

冊

の

平

成

三

十

年

度

五

條

市

一

般

会

計

補

正

予

算

（

第

五

号

）

の

一

ペ

ー

ジ

よ

り

御

覧

い

た

だ

き

た

い

と

存

じ

ま

す

。

 

 
 

当

該

補

正

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

一

般

会

計

の

歳

入

歳

出

予

算

に

そ

れ

ぞ

れ

五

千

五

百

九

十

九

万

八

千

円

を

追

加

し

た

も

の

で

、

こ

れ

に

よ

る

予

算

額

は

、

歳

入

歳

出

と

も

に

二

百

二

十

五

億

九

千

百

九

万

一

千

円

と

な

っ

た

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

続

き

ま

し

て

、

歳

出

予

算

の

補

正

に

つ

い

て

御

説

明

申

し

上

げ

ま

す

。

 

恐

れ

入

り

ま

す

が

、

六

ペ

ー

ジ

を

御

覧

い

た

だ

き

た

い

と

存

じ

ま

す

。

 

二

款

総

務

費

、

一

項

総

務

管

理

費

、

十

九

目

新

庁

舎

建

設

事

業

費

、

十

三

節

委

託

料

の

一

千

二

十

九

万

八

千

円

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

設

計

業

務

委

託

料

を

追

加

す

る

も

の

で

ご

ざ

い

ま

し

て

、

免

震

オ

イ

ル

ダ

ン

パ

ー

の

使

用

が

困

難

と

な

っ

た

た

め

、

そ

れ

に

代

わ

る

免

震

装

置

へ

の

設

計

変

更

及

び

議

場

等

の

レ

イ

ア

ウ

ト

の

変

更

に

要

す

る

所

要

の

経

費

を

計

上

い

た

し

て

お

り

ま

す

。

 

 
 

な

お

、

当

該

経

費

の

う

ち

、

二

百

四

万

一

千

円

を

県

支

出

金

と

し

て

、

七

百

八

十

万

円

を

市

債

と

し

て

見

込

ん

で

お

り

ま

す

。

 

次

に

、

五

款

農

林

業

費

、

二

項

林

業

費

、

六

目

（

仮

称

）

木

質

チ

ッ

プ

生

産

施

設

整

備

事

業

費

、

十

三

節

委

託

料

の

百

七

十

万

円

、

十

五

節

工

事

請

負

費

の

四

千

三

百

八

十

万

円

、

十

九

節

負

担

金

補

助

及

び

交

付

金

の

二

十

万

円

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

平

成

二

十

九

年

度

か

ら

の

繰

越

事

業

で

あ

る

（

仮

称

）

木

質

チ

ッ

プ

生

産

施

設

整

備

工

事

が

入

札

不

調

に

よ

り

年

度

内

完

了

が

見

込

め

な

く

な

っ

た

こ

と

か

ら

、

当

該

事

業

費

を

現

年

予

算

に

再

計

上

し

、

本

年

度

中

に

再

入

札

を

行

い

国

庫

補

助

事

業

の

国

の

繰

越

承

認

に

付

さ

れ

た

期

日

ま

で

に

事

業

完

了

す

る

た

め

に

要

す

る

所

要

の

経

費

を

計

上

い

た

し

て

お

り

ま

す

。

 

な

お

、

当

該

経

費

の

う

ち

、

四

千

五

百

五

十

万

円

を

市

債

と

し

て

見

込

ん

で

お

り

ま

す

。

 

 

歳

出

は

以

上

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

続

き

ま

し

て

、

歳

入

予

算

の

補

正

に

つ

い

て

御

説

明

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

恐

れ

入

り

ま

す

が

、

四

ペ

ー

ジ

の

歳

入

歳

出

補

正

予

算

事

項

別

明

細

書

の

歳

入

の

項

を

御

覧

い

た

だ

き

た

い

と

存

じ

ま

す

。

 

 

歳

入

予

算

に

つ

き

ま

し

て

は

、

十

五

款

県

支

出

金

に

お

い

て

、

二

百

四

万

一

千

円

、

十

九

款

繰

越

金

に

お

い

て

六

十

五

万

七

千

円

、

二

十

一

款

市

債

に

お

い

て

五

千

三

百

三

十

万

円

を

追

加

し

、

歳

出

と

の

均

衡

を

図

っ

た

次

第

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 

続

き

ま

し

て

、

繰

越

明

許

費

の

補

正

に

つ

い

て

、

御

説

明

申

し

上

げ

ま

す

。

 

恐

れ

入

り

ま

す

が

、

三

ペ

ー

ジ

を

御

覧

い

た

だ

き

た

い

と

存

じ

ま

す

。

 

初

め

に

、

二

款

総

務

費

、

一

項

総

務

管

理

費

、

新

庁

舎

整

備

事

業

費

の

百

九

十

四

万

四

千

円

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

免

震

オ

イ

ル

ダ

ン

パ

ー

に

代

わ

る

免

震

装

置

へ

の
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設

計

変

更

業

務

等

に

時

間

を

要

し

、

建

築

確

認

申

請

業

務

等

に

つ

い

て

年

度

内

完

了

が

見

込

め

な

い

こ

と

か

ら

翌

年

度

に

繰

り

越

す

も

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 
な

お

、

事

業

完

了

は

、

平

成

三

十

一

年

七

月

末

を

予

定

し

て

お

り

ま

す

。

 

次

に

、

五

款

農

林

業

費

、

二

項

林

業

費

、

（

仮

称

）

木

質

チ

ッ

プ

生

産

施

設

整

備

事

業

の

五

千

五

百

三

十

万

円

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

歳

出

予

算

の

補

正

の

説

明

の

と

お

り

、

（

仮

称

）

木

質

チ

ッ

プ

生

産

施

設

建

設

工

事

の

入

札

不

調

に

よ

り

年

度

内

完

了

が

見

込

め

な

い

こ

と

か

ら

、

翌

年

度

に

繰

り

越

す

も

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

な

お

、

事

業

完

了

は

、

平

成

三

十

一

年

九

月

末

を

予

定

し

て

お

り

ま

す

。

 

 
 

以

上

、

御

報

告

申

し

上

げ

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

提

案

理

由

の

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 
 

こ

れ

よ

り

質

疑

に

入

り

ま

す

。

（

「

十

二

番

」

の

声

あ

り

）

十

二

番

大

谷

龍

雄

議

員

。

 

〇

十

二

番

（

大

谷

龍

雄

）

御

存

じ

の

よ

う

に

本

会

議

で

の

質

疑

は

ね

、

三

回

と

い

う

こ

と

に

な

っ

て

お

り

ま

す

の

で

質

問

項

目

は

も

う

最

初

に

ほ

と

ん

ど

出

し

ま

す

の

で

、

ひ

と

つ

よ

く

捉

え

て

い

た

だ

い

て

答

弁

に

漏

れ

の

な

い

よ

う

に

お

願

い

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

ま

ず

免

震

装

置

の

方

で

す

け

れ

ど

も

、

昨

年

皆

さ

ん

方

か

ら

い

た

だ

い

た

十

二

月

十

三

日

の

資

料

で

は

、

免

震

オ

イ

ル

ダ

ン

パ

ー

の

検

査

デ

ー

タ

の

改

ざ

ん

に

つ

い

て

は

カ

ヤ

バ

シ

ス

テ

ム

マ

シ

ナ

リ

ー

株

式

会

社

と

川

金

コ

ア

テ

ッ

ク

株

式

会

社

の

両

方

で

改

ざ

ん

が

あ

っ

た

と

い

う

ふ

う

に

説

明

を

受

け

て

お

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

現

時

点

で

こ

の

改

ざ

ん

は

免

震

オ

イ

ル

ダ

ン

パ

ー

だ

け

や

っ

た

の

か

、

そ

れ

以

外

に

は

な

か

っ

た

の

か

、

こ

れ

が

ま

ず

一

つ

の

質

問

で

す

ね

。

 

そ

し

て

今

回

、

こ

の

設

計

業

務

の

変

更

に

よ

る

委

託

料

が

出

て

お

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

設

計

変

更

後

に

使

う

免

震

装

置

は

…

…

、

免

震

装

置

に

は

ゴ

ム

式

、

ダ

ン

パ

ー

式

、

オ

イ

ル

式

と

、

大

体

三

種

類

ぐ

ら

い

あ

る

と

思

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

ど

の

免

震

装

置

で

や

ろ

う

と

し

て

い

る

の

か

、

変

更

後

の

免

震

装

置

の

種

類

を

答

弁

い

た

だ

け

ま

す

か

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

十

二

番

大

谷

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

十

二

月

十

三

日

の

特

別

委

員

会

に

御

報

告

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

、

カ

ヤ

バ

シ

ス

テ

ム

マ

シ

ナ

リ

ー

株

式

会

社

に

つ

き

ま

し

て

は

、

免

震

オ

イ

ル

ダ

ン

パ

ー

の

検

査

の

デ

ー

タ

の

改

ざ

ん

と

い

う

よ

う

な

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

ま

た

川

金

コ

ア

テ

ッ

ク

株

式

会

社

に

つ

き

ま

し

て

も

、

免

震

オ

イ

ル

ダ

ン

パ

ー

の

検

査

の

デ

ー

タ

の

改

ざ

ん

と

い

う

よ

う

な

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

免

震

装

置

の

部

材

に

つ

き

ま

し

て

は

、

オ

イ

ル

ダ

ン

パ

ー

に

代

わ

り

ま

し

て

、

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

を

予

定

し

て

お

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。
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以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

十

二

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

十

二

番

大

谷

龍

雄

議

員

。

 

〇

十

二

番

（

大

谷

龍

雄

）

こ

の

間

ね

、

皆

さ

ん

方

か

ら

い

た

だ

い

た

資

料

の

中

で

、

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

と

い

う

の

は

ち

ょ

っ

と

聞

い

て

い

な

い

の

で

す

け

れ

ど

も

、

ゴ

ム

式

、

バ

ネ

式

、

油

圧

式

と

、

鋼

製

と

い

う

の

は

ど

う

い

う

免

震

装

置

な

の

か

、

も

う

少

し

具

体

的

に

説

明

し

て

い

た

だ

き

た

い

の

と

。

 

そ

し

た

ら

、

ゴ

ム

式

と

か

バ

ネ

式

は

使

わ

な

い

と

い

う

こ

と

な

の

か

、

両

方

答

弁

し

て

く

れ

ま

す

か

。

 

そ

し

て

ね

、

そ

の

免

震

装

置

の

数

、

数

は

何

基

に

な

る

の

か

、

こ

の

間

設

計

変

更

を

す

る

た

め

に

、

建

設

事

業

費

を

縮

小

す

る

た

め

に

敷

地

面

積

を

縮

小

し

て

そ

れ

に

伴

っ

て

柱

の

数

も

七

十

二

基

か

ら

四

十

九

基

に

減

ら

し

て

い

ま

す

か

ら

、

免

震

装

置

も

四

十

九

基

で

い

く

と

い

う

こ

と

を

皆

さ

ん

答

弁

さ

れ

て

ま

す

わ

な

。

そ

の

数

、

設

計

変

更

後

の

数

は

四

十

九

基

で

い

く

の

か

、

そ

れ

と

も

ま

だ

少

な

く

な

る

の

か

、

多

く

な

る

の

か

、

そ

の

辺

ど

う

で

す

か

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

藤

原

技

監

。

 

○

技

監

（

藤

原

克

哉

）

十

二

番

大

谷

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。

 

ま

ず

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

と

い

う

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

以

前

ゴ

ム

式

だ

と

か

い

ろ

い

ろ

種

類

を

申

し

上

げ

て

ご

ざ

い

ま

し

た

。

今

回

い

ろ

ん

な

工

法

が

あ

る

と

、

オ

イ

ル

ダ

ン

パ

ー

に

代

え

て

い

ろ

ん

な

候

補

が

あ

る

と

い

う

こ

と

で

、

総

合

的

に

判

断

し

ま

し

て

、

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

を

使

用

す

る

と

い

う

ふ

う

に

今

設

計

を

進

め

て

お

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

ゴ

ム

式

は

使

わ

な

い

の

か

と

い

う

御

質

問

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

ゴ

ム

式

は

今

の

と

こ

ろ

検

討

し

て

ご

ざ

い

ま

せ

ん

。

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

と

い

う

も

の

を

入

れ

よ

う

と

今

検

討

し

て

ご

ざ

い

ま

す

。

 

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

の

性

能

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

い

わ

ゆ

る

バ

ネ

式

の

よ

う

な

イ

メ

ー

ジ

な

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

揺

れ

を

バ

ネ

の

よ

う

な

形

で

、

金

属

の

部

材

の

歪

み

で

制

御

す

る

と

い

う

ふ

う

な

構

造

の

も

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

あ

と

三

つ

目

の

御

質

問

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

四

十

九

基

に

変

わ

り

な

い

か

と

い

う

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

現

在

、

そ

う

い

っ

た

と

こ

ろ

も

検

証

し

て

お

る

、

油

圧

ダ

ン

パ

ー

に

代

え

て

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

が

幾

ら

要

る

の

か

と

い

う

と

こ

ろ

を

検

討

し

て

お

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

十

二

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

十

二

番

大

谷

龍

雄

議

員

。

 

〇

十

二

番

（

大

谷

龍

雄

）

最

後

に

な

り

ま

す

の

で

、

全

て

質

問

し

ま

す

け

れ

ど

も

、

設

計

後

の

予

算

が

あ

が

っ

て

い

る

の

に

、

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

の

数

を

何

ぼ

で

い

く

か

検
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討

中

と

い

う

こ

と

は

、

予

算

の

金

額

、

検

討

中

で

出

て

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

こ

の

範

囲

内

で

い

く

と

い

う

こ

と

で

す

か

、

こ

れ

よ

り

も

多

く

な

る

と

い

う

こ

と

で

す

か

ら

、

こ

れ

ね

。

検

討

中

と

い

う

答

弁

で

し

た

や

ろ

。

…

そ

う

い

う

質

問

せ

な

し

ゃ

な

い

わ

け

で

す

。

 

そ

れ

と

、

去

年

十

二

月

十

三

日

に

説

明

い

た

だ

い

た

カ

ヤ

バ

シ

ス

テ

ム

マ

シ

ナ

リ

ー

株

式

会

社

と

川

金

コ

ア

テ

ッ

ク

株

式

会

社

の

検

査

デ

ー

タ

改

ざ

ん

は

こ

れ

一

回

で

は

な

い

ん

で

す

、

そ

の

後

の

十

二

月

二

十

一

日

に

も

カ

ヤ

バ

シ

ス

テ

ム

マ

シ

ナ

リ

ー

株

式

会

社

は

不

正

が

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

を

発

表

し

ま

し

た

。

こ

の

改

ざ

ん

の

内

容

が

今

ま

で

と

は

違

い

ま

し

て

、

制

振

装

置

の

安

全

性

検

査

で

測

定

結

果

の

基

準

値

を

ず

ら

す

手

法

で

国

な

ど

の

基

準

に

合

わ

せ

る

デ

ー

タ

改

ざ

ん

が

行

わ

れ

て

お

っ

た

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。
 

こ

の

改

ざ

ん

が

、

カ

ヤ

バ

シ

ス

テ

ム

マ

シ

ナ

リ

ー

株

式

会

社

が

子

会

社

に

免

震

制

振

装

置

事

業

を

移

管

し

た

後

の

二

〇

〇

八

年

か

ら

二

〇

〇

九

年

ご

ろ

か

ら

今

年

の

九

月

ま

で

行

わ

れ

て

い

た

と

い

う

こ

と

で

す

か

ら

ね

、

今

二

〇

一

九

年

で

す

か

ら

十

年

ほ

ど

の

期

間

で

行

わ

れ

て

お

る

の

で

す

ね

。

こ

れ

皆

さ

ん

、

こ

の

資

料

は

担

当

課

長

と

部

長

に

去

年

渡

し

て

い

ま

す

よ

。

こ

の

十

年

も

の

間

に

不

正

が

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

を

二

回

目

の

発

表

で

明

ら

か

に

し

た

の

で

す

け

れ

ど

も

、

こ

の

十

年

も

の

間

の

不

正

の

中

に

、

今

設

計

変

更

で

い

く

と

い

う

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

、

十

年

間

の

不

正

の

中

に

こ

の

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

の

不

正

が

あ

る

か

な

い

か

確

か

め

ら

な

あ

き

ま

せ

ん

よ

。

十

年

間

で

、

そ

れ

は

か

な

り

の

量

で

す

よ

、

こ

れ

。

数

を

言

う

と

き

ま

し

ょ

か

。

約

二

千

三

百

本

増

え

て

、

計

約

一

万

三

千

五

十

本

に

膨

ら

み

ま

し

た

と

、

不

正

装

置

を

使

用

し

た

建

物

は

約

一

千

件

か

ら

約

一

千

百

件

に

増

え

ま

し

た

と

、

こ

う

い

う

こ

と

な

ん

で

す

。

だ

か

ら

も

う

質

問

は

こ

れ

で

終

わ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

で

い

く

と

い

う

答

弁

が

あ

っ

た

け

れ

ど

も

、

こ

の

数

も

ま

だ

分

か

ら

な

い

、

こ

れ

は

予

算

を

あ

げ

て

お

い

て

数

が

分

か

ら

な

い

と

い

う

の

は

大

変

無

責

任

で

す

わ

な

。

そ

し

て

今

指

摘

し

た

よ

う

に

、

二

回

目

の

デ

ー

タ

改

ざ

ん

の

、

い

わ

ゆ

る

十

年

間

に

わ

た

っ

て

改

ざ

ん

や

不

正

が

あ

っ

た

と

い

う

中

に

、

皆

さ

ん

方

か

ら

答

弁

あ

っ

た

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

が

入

っ

て

い

な

い

の

か

ど

う

か

し

っ

か

り

と

確

か

め

て

、

入

っ

て

お

っ

た

ら

変

更

せ

な

あ

き

ま

せ

ん

よ

。

私

の

質

問

は

こ

れ

で

終

わ

り

で

す

け

れ

ど

も

、

皆

さ

ん

、

答

弁

は

も

う

一

遍

い

け

ま

す

か

ら

ね

、

正

確

な

答

弁

を

し

て

く

だ

さ

い

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

藤

原

技

監

。

 

○

技

監

（

藤

原

克

哉

）

十

二

番

大

谷

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。

 

先

ほ

ど

検

討

中

と

申

し

上

げ

て

お

る

と

こ

ろ

は

、

ま

だ

最

終

的

に

報

告

と

し

て

あ

が

っ

て

い

な

い

と

い

う

と

こ

ろ

で

検

討

中

と

申

し

上

げ

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

が

、

予

算

が

決

ま

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

な

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

概

ね

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

が

十

二

基

、

鉛

入

り

積

層

ゴ

ム

支

承

等

が

三

十

六

基

と

い

う

ふ

う

に

今

の

と

こ

ろ

検

討

し

て

い

る

中

で

は

数

が

概

ね

出

て

き

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

、

金

額

を

弾

き

出

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

そ

れ

と

、

二

点

目

の

鋼

製

の

不

正

が

な

い

か

確

認

し

な

さ

い

と

い

う

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

現

在

の

と

こ

ろ

川

金

コ

ア

テ

ッ

ク

株

式

会

社

と

か

カ

ヤ

バ
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シ

ス

テ

ム

マ

シ

ナ

リ

ー

株

式

会

社

の

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

を

使

う

予

定

で

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

の

で

、

そ

こ

の

と

こ

ろ

は

確

認

の

し

よ

う

が

な

い

と

い

う

か

、

ほ

か

の

メ

ー

カ

を

使

用

す

る

予

定

に

な

っ

て

ご

ざ

い

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

議

題

変

わ

っ

て

、

質

問

あ

り

ま

す

か

ら

…

」

、

「

二

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

二

番

養

田

全

康

議

員

。

 

〇

二

番

（

養

田

全

康

）

確

認

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

き

ま

す

け

れ

ど

も

、

今

回

予

算

と

い

う

こ

と

で

、

設

計

の

予

算

で

す

よ

ね

、

こ

れ

が

本

来

の

設

計

業

務

の

予

算

で

す

か

ら

基

本

的

に

施

工

に

関

し

て

の

予

算

と

い

う

の

は

再

度

あ

げ

て

き

て

い

た

だ

い

て

金

額

は

ま

だ

さ

ら

に

大

き

く

な

る

と

い

う

部

分

だ

け

、

ま

ず

確

認

さ

せ

て

く

だ

さ

い

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

二

番

養

田

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

こ

の

分

に

つ

き

ま

し

て

は

、

設

計

の

金

額

で

ご

ざ

い

ま

す

。

工

事

の

部

分

に

つ

き

ま

し

て

は

そ

の

後

に

な

り

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

二

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

二

番

養

田

全

康

議

員

。

 

〇

二

番

（

養

田

全

康

）

今

度

二

十

五

日

に

御

説

明

い

た

だ

け

る

と

思

う

の

で

す

け

れ

ど

も

、

結

局

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

を

使

う

に

当

た

っ

て

、

そ

れ

ら

の

本

数

が

変

わ

る

か

も

し

れ

な

い

と

か

、

仕

様

が

変

わ

る

か

も

し

れ

な

い

と

い

う

部

分

の

設

計

の

変

更

を

す

る

予

算

額

が

こ

の

予

算

と

い

う

こ

と

で

よ

ろ

し

い

で

す

か

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

二

番

養

田

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

議

員

、

お

述

べ

の

と

お

り

で

結

構

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

二

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

二

番

養

田

全

康

議

員

。

 

〇

二

番

（

養

田

全

康

）

議

員

か

ら

も

あ

り

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

こ

の

設

計

業

務

が

、

作

っ

て

こ

れ

も

う

専

決

さ

れ

て

お

る

わ

け

で

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

こ

れ

が

付

か

な

い

と

し

っ

か

り

と

し

た

設

計

業

務

が

ま

た

再

度

な

さ

れ

な

い

と

い

う

こ

と

な

の

で

、

付

け

ざ

る

を

得

な

い

と

い

う

よ

う

な

認

識

で

お

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

よ

ろ

し

い

で

す

か

。
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○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

二

番

養

田

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

議

員

、

お

述

べ

の

と

お

り

こ

れ

が

付

か

な

い

と

非

常

に

困

り

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

八

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

八

番

福

塚

 

実

議

員

。

 

〇

八

番

（

福

塚

 

実

）

こ

の

設

計

業

務

で

専

決

と

い

う

こ

と

な

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

そ

の

カ

ヤ

バ

シ

ス

テ

ム

マ

シ

ナ

リ

ー

株

式

会

社

で

あ

っ

た

免

震

と

新

た

に

代

え

る

免

震

の

装

置

に

つ

い

て

、

そ

の

耐

久

性

・

耐

震

性

に

つ

い

て

比

較

検

証

が

な

さ

れ

て

、

遜

色

な

い

と

い

う

か

、

そ

の

差

は

ど

れ

ぐ

ら

い

の

差

が

あ

る

の

か

と

い

う

の

を

検

証

な

さ

れ

て

い

る

の

か

、

お

答

え

く

だ

さ

い

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

藤

原

技

監

。

 

○

技

監

（

藤

原

克

哉

）

八

番

福

塚

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。

 

性

能

的

に

は

遜

色

な

い

と

い

う

ふ

う

に

考

え

て

ご

ざ

い

ま

す

。

ま

ず

、

当

初

油

圧

ダ

ン

パ

ー

を

使

っ

て

お

り

ま

し

た

の

は

、

や

は

り

耐

久

性

・

コ

ス

ト

等

総

合

的

に

勘

案

し

ま

し

て

、

ま

ず

第

一

番

の

油

圧

ダ

ン

パ

ー

を

採

用

し

て

お

っ

た

わ

け

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

そ

こ

に

不

正

が

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

で

、

次

の

総

合

的

に

勘

案

し

ま

し

て

、

耐

久

性

・

コ

ス

ト

を

勘

案

し

ま

す

と

、

鋼

製

ダ

ン

パ

ー

に

な

る

と

い

う

ふ

う

な

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

八

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

八

番

福

塚

 

実

議

員

。

 

〇

八

番

（

福

塚

 

実

）

そ

の

不

正

が

あ

っ

て

、

免

震

性

に

つ

い

て

正

確

な

デ

ー

タ

が

出

て

い

る

の

だ

ろ

う

と

思

う

の

で

す

け

れ

ど

も

、

そ

の

正

確

な

デ

ー

タ

と

今

回

代

え

る

免

震

装

置

と

の

差

は

、

比

較

検

討

を

な

さ

れ

て

い

る

の

か

と

い

う

の

を

お

答

え

く

だ

さ

い

と

い

う

こ

と

で

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

藤

原

技

監

。

 

○

技

監

（

藤

原

克

哉

）

八

番

福

塚

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。

 

基

本

的

に

性

能

等

の

比

較

検

討

と

い

う

の

は

、

オ

イ

ル

ダ

ン

パ

ー

と

性

能

的

に

は

同

じ

も

の

で

な

い

と

い

か

ん

と

い

う

こ

と

で

、

比

較

検

討

し

て

お

る

と

い

う

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

（

「

十

二

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

十

二

番

大

谷

龍

雄

議

員

。
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〇

十

二

番

（

大

谷

龍

雄

）

次

に

、

そ

し

た

ら

同

じ

報

告

議

案

の

木

質

チ

ッ

プ

の

方

の

質

問

を

し

ま

す

。

 
工

事

費

の

追

加

四

千

三

百

八

十

万

、

そ

し

た

ら

工

事

費

全

体

で

は

幾

ら

に

な

る

の

か

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

そ

れ

と

こ

の

追

加

に

伴

っ

て

チ

ッ

プ

の

生

産

施

設

の

構

造

的

な

変

更

が

あ

る

の

か

ど

う

か

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

（

「

議

長

」

の

声

あ

り

）

 

も

う

一

つ

は

、

監

理

業

務

委

託

料

百

七

十

万

円

が

あ

が

っ

て

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

（

議

場

に

声

あ

り

）

こ

の

間

法

律

の

内

容

も

明

ら

か

に

さ

せ

て

も

ら

い

ま

し

た

と

こ

ろ

、

監

理

業

務

に

業

者

を

付

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

が

全

て

の

事

業

で

は

な

い

わ

け

で

す

。

い

わ

ゆ

る

限

定

さ

れ

て

い

る

わ

け

で

す

け

れ

ど

も

、

こ

ん

な

木

質

チ

ッ

プ

生

産

施

設

建

設

に

お

い

て

、

監

理

業

者

を

付

け

ら

な

い

か

ん

の

か

、

そ

の

辺

答

弁

し

て

く

れ

ま

す

か

。

（

議

場

に

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

大

谷

議

員

、

す

み

ま

せ

ん

。

今

こ

の

議

案

の

中

で

三

回

質

問

し

て

い

た

だ

い

た

の

で

、

今

委

員

長

と

お

話

し

さ

せ

て

も

ら

っ

た

の

で

す

け

れ

ど

も

、

全

部

の

中

で

三

つ

、

三

つ

の

質

問

に

な

っ

て

し

ま

う

の

で

、

こ

の

質

問

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

な

い

の

で

、

申

し

訳

な

い

で

す

。

（

「

十

二

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

大

谷

龍

雄

議

員

。

 

〇

十

二

番

（

大

谷

龍

雄

）

議

長

、

本

会

議

が

始

ま

る

ま

で

の

、

い

わ

ゆ

る

丁

寧

に

質

問

さ

せ

て

も

ら

っ

た

こ

と

を

覚

え

て

く

れ

て

は

る

と

思

う

の

で

す

け

ど

も

ね

。

だ

か

ら

こ

の

報

第

一

号

に

は

新

庁

舎

の

建

設

と

木

質

チ

ッ

プ

、

議

題

と

し

て

は

二

つ

あ

る

け

れ

ど

も

、

二

つ

で

三

回

で

す

か

、

別

々

に

三

回

で

す

か

と

い

う

こ

と

で

、

議

長

に

聞

か

せ

て

も

ら

っ

た

わ

け

で

す

。

そ

し

た

ら

こ

れ

は

別

々

に

三

回

い

け

ま

す

と

い

う

こ

と

で

、

議

長

、

本

会

議

場

で

こ

ん

な

こ

と

、

言

い

合

い

を

す

る

の

は

い

い

こ

と

な

い

か

ら

事

前

に

私

、

聞

か

せ

て

も

ら

っ

て

お

る

わ

け

で

す

。

（

議

場

に

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

暫

時

休

憩

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

午

前

十

時

三

十

二

分

休

憩

に

入

る

 

  
 

 
 

 
 

 
 

午

前

十

時

四

十

五

分

再

開

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

休

憩

前

に

引

き

続

き

会

議

を

再

開

い

た

し

ま

す

。

 

た

だ

い

ま

の

出

席

議

員

数

は

定

足

数

に

達

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

会

議

が

成

立

い

た

し

ま

す

。

 
 

こ

の

際

、

申

し

上

げ

ま

す

。

議

員

各

位

の

質

問

並

び

に

理

事

者

側

の

答

弁

は

明

瞭

、

的

確

に

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

 

暫

時

休

憩

の

以

前

に

大

谷

議

員

の

発

言

を

許

可

い

た

し

ま

し

た

。

一

議

案

に

つ

い

て

三

回

ま

で

と

な

っ

て

お

り

ま

す

の

で

、

こ

の

議

案

に

つ

い

て

は

三

回

で

は

あ

り

ま

す

が

、

大

谷

議

員

の

質

問

を

許

し

ま

す

。
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今

の

大

谷

議

員

の

質

問

に

つ

い

て

、

理

事

者

側

の

答

弁

は

で

き

ま

す

か

。

（

「

は

い

」

の

声

あ

り

）

谷

口

大

塔

支

所

長

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

谷

口

大

塔

支

所

長

。

 

○

大

塔

支

所

長

（

谷

口

晶

紀

）

十

二

番

大

谷

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。

 

ま

ず

一

つ

目

で

ご

ざ

い

ま

す

。

事

業

の

見

込

み

と

い

う

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

こ

れ

は

平

成

二

十

九

年

度

か

ら

の

繰

越

明

許

で

ご

ざ

い

ま

し

て

、

実

際

の

最

終

的

な

見

込

み

額

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

約

一

億

二

千

万

円

と

い

う

こ

と

を

想

定

し

て

お

り

ま

す

。

そ

の

中

で

物

価

上

昇

に

つ

き

ま

し

て

は

約

百

万

円

を

上

回

る

と

い

う

ふ

う

な

こ

と

を

試

算

し

て

お

り

ま

す

。

 

も

う

一

つ

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

監

理

業

務

が

必

要

で

あ

る

の

か

と

い

う

質

問

で

ご

ざ

い

ま

す

。

こ

れ

は

い

ろ

い

ろ

と

土

木

と

の

調

整

が

ご

ざ

い

ま

し

て

、

そ

の

辺

は

監

理

業

務

の

方

が

必

要

で

あ

る

と

い

う

ふ

う

な

認

識

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

三

つ

目

で

ご

ざ

い

ま

す

。

建

物

の

構

造

に

つ

き

ま

し

て

は

当

初

よ

り

も

変

更

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

十

二

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

十

二

番

大

谷

龍

雄

議

員

。

 

〇

十

二

番

（

大

谷

龍

雄

）

木

質

チ

ッ

プ

生

産

施

設

は

大

変

こ

れ

か

ら

の

五

條

市

に

と

っ

て

も

、

ま

た

そ

れ

以

外

の

自

治

体

に

と

っ

て

も

必

要

な

こ

と

で

す

か

ら

ね

、

ひ

と

つ

成

功

を

さ

せ

な

け

れ

ば

い

け

ま

せ

ん

か

ら

、

ひ

と

つ

頑

張

っ

て

い

た

だ

き

た

い

と

い

う

ふ

う

に

思

い

ま

す

。

 

監

理

業

務

に

つ

い

て

は

、

見

解

は

違

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

ま

た

私

も

関

連

法

令

を

持

っ

て

お

り

ま

す

の

で

、

一

遍

調

べ

て

お

い

て

、

ま

た

い

い

機

会

に

言

わ

せ

て

も

ら

い

た

い

と

い

う

ふ

う

に

思

い

ま

す

。

 

は

い

、

以

上

で

す

。

（

「

十

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

十

番

吉

田

雅

範

議

員

。

 

〇

十

番

（

吉

田

雅

範

）

こ

の

木

質

チ

ッ

プ

な

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

繰

越

し

に

な

っ

て

い

る

わ

け

な

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

こ

れ

は

不

調

に

終

わ

っ

た

と

い

う

ふ

う

に

聞

い

て

お

る

の

で

す

け

れ

ど

も

、

ど

う

い

う

原

因

か

、

そ

の

点

、

ち

ょ

っ

と

お

尋

ね

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

谷

口

大

塔

支

所

長

。

 

○

大

塔

支

所

長

（

谷

口

晶

紀

）

十

番

吉

田

議

員

の

質

問

に

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。

 

不

調

の

原

因

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

平

成

三

十

年

の

西

日

本

豪

雨

、

そ

し

て

大

阪

北

部

地

震

の

影

響

で

鉄

骨

資

材

の

入

手

が

困

難

に

な

っ

た

と

い

う

こ

と

と

、

そ

し

て
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工

期

が

冬

場

で

あ

り

少

し

短

期

間

で

あ

っ

た

と

い

う

ふ

う

な

こ

と

が

影

響

し

て

お

り

ま

す

。

 
以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

十

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

十

番

吉

田

雅

範

議

員

。

 

〇

十

番

（

吉

田

雅

範

）

今

大

塔

支

所

長

、

答

弁

し

て

い

た

だ

い

た

ん

や

け

れ

ど

も

、

い

つ

入

札

し

た

の

か

と

い

う

…

、

や

っ

ぱ

り

工

期

と

い

う

面

が

多

々

あ

っ

た

と

思

い

ま

す

。

や

は

り

平

成

三

十

一

年

九

月

末

完

成

と

な

っ

て

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

こ

れ

で

大

丈

夫

な

ん

で

す

か

。

い

つ

入

札

し

て

こ

の

時

期

に

も

っ

て

い

け

る

と

い

う

、

工

期

の

方

を

心

配

す

る

と

こ

ろ

が

あ

る

の

で

す

け

れ

ど

も

。

大

丈

夫

や

っ

た

ら

大

丈

夫

で

結

構

な

ん

で

す

け

れ

ど

も

。

十

二

月

末

と

か

に

延

ば

し

て

お

い

た

方

が

い

い

の

と

違

う

の

か

な

と

。

冬

場

は

も

う

絶

対

に

大

塔

地

区

で

す

の

で

、

天

辻

か

ら

向

こ

う

と

い

う

の

は

、

車

で

走

っ

て

い

て

も

危

険

な

の

で

、

工

事

屋

さ

ん

等

々

も

大

変

だ

と

思

う

の

で

す

け

れ

ど

も

、

そ

の

辺

ど

う

で

す

か

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

谷

口

大

塔

支

所

長

。
 

○

大

塔

支

所

長

（

谷

口

晶

紀

）

十

番

吉

田

議

員

の

質

問

に

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。

 

工

期

的

に

大

丈

夫

か

と

い

う

質

問

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

専

決

後

、

再

設

計

、

再

入

札

と

い

う

ふ

う

な

手

続

き

で

所

要

業

務

に

大

体

二

箇

月

を

要

し

、

そ

の

後

工

事

期

間

も

六

箇

月

必

要

で

あ

る

と

い

う

こ

と

で

、

六

箇

月

あ

れ

ば

十

分

だ

と

認

識

し

て

お

り

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

十

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

十

番

吉

田

雅

範

議

員

。

 

〇

十

番

（

吉

田

雅

範

）

や

は

り

鉄

骨

が

な

か

っ

た

と

い

う

こ

と

も

で

す

け

れ

ど

も

、

と

に

か

く

早

く

完

成

に

向

け

て

頑

張

っ

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

（

「

四

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

四

番

牧

野

雅

一

議

員

。

 

〇

四

番

（

牧

野

雅

一

）

先

ほ

ど

の

庁

舎

の

設

計

委

託

料

一

千

万

円

余

り

、

先

ほ

ど

の

質

問

の

中

で

ね

、

設

計

費

の

増

額

で

あ

っ

て

直

接

の

建

設

事

業

費

も

、

大

な

り

小

な

り

増

減

が

あ

る

の

か

な

と

思

う

の

で

す

け

れ

ど

も

、

先

般

Ｎ

Ｈ

Ｋ

の

ニ

ュ

ー

ス

で

工

期

が

遅

れ

る

と

い

う

の

と

工

事

費

が

増

額

さ

れ

る

と

い

う

よ

う

な

報

道

が

な

さ

れ

て

お

る

の

で

す

け

れ

ど

も

、

こ

れ

実

際

、

具

体

的

に

ど

れ

く

ら

い

の

増

額

に

な

る

と

想

定

さ

れ

て

お

ら

れ

る

の

か

。

答

弁

い

た

だ

け

ま

す

か

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

四

番

牧

野

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。
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今

現

在

、

設

計

の

方

の

補

正

の

承

認

を

い

た

だ

い

て

い

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

設

計

業

務

委

託

の

金

額

に

つ

き

ま

し

て

は

、

一

千

二

十

九

万

八

千

円

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

工

事

の

分

に

つ

き

ま

し

て

は

、

ま

だ

こ

れ

か

ら

…

、

今

補

正

を

あ

げ

て

い

る

中

の

分

か

ら

い

ろ

い

ろ

単

価

で

ご

ざ

い

ま

す

と

か

、

単

価

の

積

替

え

で

ご

ざ

い

ま

す

と

か

、

い

ろ

い

ろ

ま

だ

諸

々

、

そ

の

中

か

ら

出

て

き

ま

す

の

で

、

ま

だ

最

終

的

に

工

事

費

が

幾

ら

に

な

る

か

と

い

う

よ

う

な

と

こ

ろ

は

出

て

お

ら

な

い

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

ま

た

消

費

税

等

々

の

こ

と

も

ご

ざ

い

ま

す

の

で

、

そ

の

辺

も

最

終

的

に

ど

の

辺

の

数

字

に

な

る

か

と

い

う

ふ

う

な

と

こ

ろ

は

、

ま

だ

最

終

的

に

は

出

て

お

ら

な

い

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

四

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

四

番

牧

野

雅

一

議

員

。

 

〇

四

番

（

牧

野

雅

一

）

先

般

の

Ｎ

Ｈ

Ｋ

の

報

道

で

あ

っ

た

ら

ね

、

工

期

が

延

び

ま

す

。

工

事

費

も

増

額

さ

れ

ま

す

と

い

う

よ

う

な

趣

旨

の

報

道

や

っ

た

と

思

う

ん

で

す

よ

。

増

額

す

る

と

い

う

こ

と

に

は

間

違

い

な

い

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

…

…

は

い

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

答

弁

よ

ろ

し

い

か

。

…

…

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

四

番

牧

野

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

増

額

と

い

う

ふ

う

な

こ

と

に

な

り

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

九

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

九

番

山

口

耕

司

議

員

。

 

〇

九

番

（

山

口

耕

司

）

新

庁

舎

建

設

の

部

分

で

御

説

明

が

ご

ざ

い

ま

し

た

設

計

業

務

委

託

料

、

オ

イ

ル

ダ

ン

パ

ー

と

議

場

レ

イ

ア

ウ

ト

の

変

更

と

い

う

こ

と

で

御

説

明

ご

ざ

い

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

こ

の

議

場

レ

イ

ア

ウ

ト

と

申

し

ま

す

の

は

、

本

議

会

の

議

場

の

レ

イ

ア

ウ

ト

が

変

わ

る

と

い

う

こ

と

な

ん

で

す

か

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

九

番

山

口

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

当

初

、

議

場

の

床

を

フ

ラ

ッ

ト

に

設

計

し

て

お

っ

た

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

ひ

な

壇

状

へ

の

変

更

要

望

が

ご

ざ

い

ま

し

た

こ

と

か

ら

、

床

下

の

資

材

の

重

量

増

加

に

伴

う

構

造

検

証

及

び

レ

イ

ア

ウ

ト

の

変

更

設

計

の

業

務

と

積

算

業

務

を

今

回

の

設

計

変

更

に

合

わ

せ

て

お

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。
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○

議

長

（

平

岡

清

司

）

質

疑

を

終

わ

り

ま

す

。

 
お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

案

に

つ

き

ま

し

て

は

討

論

並

び

に

委

員

会

付

託

を

省

略

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

討

論

並

び

に

委

員

会

付

託

を

省

略

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

こ

れ

よ

り

本

案

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

案

は

原

案

の

と

お

り

承

認

す

る

こ

と

に

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

原

案

の

と

お

り

承

認

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

次

に

日

程

第

五

、

議

第

一

号

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

事

務

局

長

に

件

名

を

朗

読

さ

せ

ま

す

。

 
 

○

事

務

局

長

（

坂

口

愼

一

）

議

第

一

号

 

工

事

請

負

契

約

の

変

更

に

つ

い

て

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

提

案

理

由

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

井

上

産

業

環

境

部

長

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

産

業

環

境

部

長

 

井

上

 

昭

登

壇

〕

 

○

産

業

環

境

部

長

（

井

上

 

昭

）

た

だ

い

ま

上

程

い

た

だ

き

ま

し

た

議

第

一

号

、

工

事

請

負

契

約

の

変

更

契

約

の

締

結

に

つ

き

ま

し

て

、

提

案

理

由

の

御

説

明

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

恐

れ

入

り

ま

す

が

、

お

手

元

の

議

案

書

三

ペ

ー

ジ

を

御

覧

願

い

ま

す

。

 

本

議

案

に

つ

き

ま

し

て

は

、

平

成

二

十

九

年

十

二

月

二

十

二

日

か

ら

工

事

を

行

っ

て

い

ま

す

衛

生

セ

ン

タ

ー

解

体

撤

去

工

事

に

お

い

て

、

工

事

内

容

の

変

更

に

よ

り

契

約

金

額

の

変

更

が

発

生

す

る

に

当

た

り

、

地

方

自

治

法

第

九

十

六

条

第

一

項

及

び

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分

に

関

す

る

条

例

第

二

条

の

規

定

に

従

い

ま

し

て

、

議

会

の

議

決

を

求

め

る

も

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

工

事

名

に

つ

き

ま

し

て

は

、

衛

生

セ

ン

タ

ー

解

体

撤

去

工

事

で

ご

ざ

い

ま

す

。
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変

更

前

の

契

約

金

額

（

税

込

み

）

に

つ

き

ま

し

て

は

、

二

億

四

千

二

百

十

二

万

五

千

二

百

円

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 
変

更

後

の

契

約

金

額

（

税

込

み

）

に

つ

き

ま

し

て

は

、

二

億

三

千

九

百

九

万

四

百

円

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

今

回

変

更

に

よ

る

減

額

（

税

込

み

）

に

つ

き

ま

し

て

は

、

三

百

三

万

四

千

八

百

円

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

契

約

の

相

手

方

に

つ

き

ま

し

て

は

、

奈

良

県

北

葛

城

郡

広

陵

町

大

字

平

尾

一

一

番

地

の

一

、

村

本

建

設

株

式

会

社

奈

良

本

店

、

常

務

執

行

役

員

本

店

長

髙

田

幸

伸

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

変

更

理

由

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

衛

生

セ

ン

タ

ー

解

体

撤

去

工

事

は

、

当

初

地

上

及

び

地

下

の

構

造

物

、

全

て

の

解

体

撤

去

を

予

定

し

て

お

り

ま

し

た

が

、

五

條

市

ク

リ

ー

ン

・

オ

ア

シ

ス

に

隣

接

す

る

地

下

の

構

造

物

を

撤

去

す

る

と

、

地

盤

が

緩

み

五

條

市

ク

リ

ー

ン

・

オ

ア

シ

ス

に

影

響

を

及

ぼ

す

可

能

性

が

あ

る

と

判

断

し

た

た

め

、

地

下

の

構

造

物

を

残

置

い

た

し

ま

し

た

の

で

、

そ

の

残

置

部

分

に

係

る

解

体

撤

去

費

用

額

を

減

額

す

る

も

の

で

す

。

 

以

上

で

議

第

一

号

の

提

案

理

由

の

御

説

明

を

終

わ

ら

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

よ

ろ

し

く

御

審

議

の

上

、

御

議

決

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

提

案

理

由

の

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 

こ

れ

よ

り

質

疑

に

入

り

ま

す

。

（

「

十

二

番

」

の

声

あ

り

）

十

二

番

大

谷

龍

雄

議

員

。

 

〇

十

二

番

（

大

谷

龍

雄

）

最

初

の

契

約

金

額

よ

り

も

減

額

さ

れ

た

と

い

う

こ

と

は

い

い

こ

と

で

す

け

れ

ど

も

、

ち

ょ

っ

と

今

の

理

由

説

明

の

中

で

、

一

番

下

の

構

造

物

を

残

し

た

と

い

う

ふ

う

に

答

弁

さ

れ

て

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

私

は

解

体

工

事

中

も

、

ま

た

昨

日

も

見

に

行

っ

て

き

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

二

百

本

の

杭

は

全

部

抜

い

た

の

か

ど

う

か

。

下

の

構

造

物

を

残

し

た

と

い

う

こ

と

で

す

け

れ

ど

も

、

二

百

本

の

杭

を

全

部

抜

い

た

と

し

た

ら

、

そ

の

下

の

構

造

物

は

ど

ん

な

構

造

物

で

あ

っ

た

の

か

、

そ

れ

を

答

弁

し

て

く

れ

ま

す

か

。

 

 
 

そ

れ

と

、

契

約

の

相

手

方

、

こ

れ

最

初

と

今

あ

が

っ

て

い

る

村

本

建

設

と

一

緒

で

あ

っ

た

の

か

、

ほ

か

の

契

約

会

社

で

あ

っ

た

の

か

、

そ

の

点

ち

ょ

っ

と

答

弁

し

て

く

だ

さ

い

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

井

上

産

業

環

境

部

長

。

 

○

産

業

環

境

部

長

（

井

上

 

昭

）

十

二

番

大

谷

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。
 

ま

ず

一

点

目

に

つ

き

ま

し

て

、

当

初

予

定

三

百

二

本

抜

く

予

定

で

ご

ざ

い

ま

し

た

が

、

十

六

本

残

置

い

た

し

ま

し

て

、

二

百

八

十

六

本

へ

変

更

い

た

し

ま

し

た

。

 

変

更

す

る

理

由

に

つ

き

ま

し

て

は

、

当

初

設

計

図

で

は

地

下

ポ

ン

プ

室

一

の

底

板

は

三

〇

セ

ン

チ

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

厚

と

い

う

ふ

う

に

な

っ

て

お

り

ま

し

た

。

と

こ

ろ

が

、

コ

ア

を

抜

き

ま

し

て

厚

さ

の

測

量

を

い

た

し

た

と

こ

ろ

、

一

メ

ー

ト

ル

以

上

の

厚

み

が

あ

る

こ

と

が

判

明

い

た

し

ま

し

た

。

そ

れ

に

よ

り

ま

し

て

大

型

ブ

レ

ー
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カ

ー

の

使

用

が

必

要

と

な

る

こ

と

が

判

明

い

た

し

ま

し

た

。

ポ

ン

プ

室

一

は

、

ク

リ

ー

ン

・

オ

ア

シ

ス

建

設

時

に

地

盤

強

化

の

た

め

に

残

置

し

埋

め

戻

し

た

投

入

槽

と

つ

な

が

っ

て

お

り

ま

す

。

こ

の

受

入

投

入

槽

の

位

置

は

ク

リ

ー

ン

・

オ

ア

シ

ス

の

管

理

棟

北

側

通

路

の

地

下

部

分

で

あ

る

こ

と

か

ら

大

型

ブ

レ

ー

カ

ー

を

使

用

し

、

振

動

が

発

生

す

る

と

ク

リ

ー

ン

・

オ

ア

シ

ス

に

影

響

が

出

る

可

能

性

が

大

き

い

こ

と

、

次

に

ク

リ

ー

ン

・

オ

ア

シ

ス

の

地

盤

が

緩

む

可

能

性

が

あ

る

こ

と

が

判

明

い

た

し

ま

し

た

。

よ

っ

て

地

下

ポ

ン

プ

室

一

を

残

置

す

る

こ

と

に

い

た

し

ま

し

た

。

 

地

下

ポ

ン

プ

室

の

面

積

な

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

一

〇

メ

ー

ト

ル

掛

け

る

六

メ

ー

ト

ル

、

六

〇

平

米

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

続

き

ま

し

て

、

三

番

目

の

質

問

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

契

約

の

当

初

の

相

手

方

に

つ

き

ま

し

て

の

変

更

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

十

二

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

十

二

番

大

谷

龍

雄

議

員

。

 

〇

十

二

番

（

大

谷

龍

雄

）

私

も

気

が

付

く

の

が

遅

か

っ

た

で

す

け

れ

ど

も

、

二

百

本

ぐ

ら

い

近

い

あ

の

杭

を

抜

い

て

、

今

新

し

く

建

て

た

し

尿

処

理

場

に

影

響

が

な

い

か

な

と

い

う

こ

と

を

、

私

も

ま

あ

心

配

し

て

お

っ

た

わ

け

で

す

け

れ

ど

も

ね

、

新

し

い

ク

リ

ー

ン

・

オ

ア

シ

ス

の

一

番

接

近

し

て

い

る

と

こ

ろ

に

一

メ

ー

ト

ル

近

い

構

造

物

が

あ

っ

て

、

そ

れ

を

残

し

た

と

、

杭

も

十

三

本

残

し

た

と

い

う

こ

と

は

、

こ

れ

は

早

く

気

が

付

い

て

良

か

っ

た

と

い

う

ふ

う

に

思

い

ま

す

。

し

か

し

二

百

本

近

い

杭

は

も

う

抜

い

て

い

る

わ

け

で

す

か

ら

ね

、

本

当

に

こ

れ

で

良

か

っ

た

か

な

と

い

う

こ

と

は

、

発

注

す

る

前

に

検

討

し

て

お

か

な

い

け

ま

せ

ん

、

こ

れ

は

。

二

百

本

の

杭

を

抜

か

な

い

と

き

で

も

あ

れ

だ

け

の

し

尿

処

理

場

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

ひ

び

割

れ

問

題

が

起

こ

っ

て

、

大

変

な

時

間

的

に

も

費

用

の

面

で

も

か

な

り

の

無

駄

を

費

や

し

て

お

る

わ

け

で

す

か

ら

ね

、

こ

う

い

う

解

体

工

事

を

や

る

と

き

は

、

最

初

に

以

前

の

設

計

図

も

よ

く

見

て

も

っ

と

よ

く

検

討

す

る

と

、

そ

の

こ

と

が

求

め

ら

れ

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う

こ

と

を

強

く

指

摘

し

て

お

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

そ

れ

と

、

こ

の

解

体

工

事

の

見

積

り

は

、

確

か

解

体

業

者

に

見

積

り

額

を

出

し

て

も

ら

っ

て

、

そ

れ

を

参

考

に

入

札

の

予

定

価

格

を

決

め

て

い

る

と

思

う

の

で

す

ね

。

な

ぜ

そ

ん

な

こ

と

を

す

る

の

か

と

い

う

答

弁

で

は

、

こ

の

見

積

り

基

準

が

な

い

ん

だ

と

い

う

こ

と

で

し

た

け

れ

ど

も

、

や

っ

ぱ

り

全

国

的

に

は

い

っ

ぱ

い

こ

う

い

う

解

体

工

事

も

あ

り

ま

す

し

、

こ

れ

か

ら

五

條

市

も

ま

た

発

生

す

る

場

合

も

あ

り

ま

す

か

ら

、

こ

う

い

う

見

積

り

基

準

も

国

・

県

の

責

任

で

や

は

り

早

く

決

め

て

も

ら

う

よ

う

に

、

こ

の

要

求

も

強

く

あ

げ

ら

れ

る

よ

う

に

求

め

て

お

き

た

い

と

い

う

ふ

う

に

思

い

ま

す

。

 

は

い

、

以

上

で

す

。

（

「

九

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

九

番

山

口

耕

司

議

員

。

 

〇

九

番

（

山

口

耕

司

）

こ

の

残

さ

れ

ま

し

た

既

設

構

造

物

で

す

け

れ

ど

も

、

現

地

上

か

ら

何

メ

ー

ト

ル

の

と

こ

ろ

に

残

さ

れ

る

の

か

。

今

後

、

影

響

が

あ

る

の

か

な

い

の
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か

教

え

て

い

た

だ

け

ま

す

か

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

井

上

産

業

環

境

部

長

。

 

○

産

業

環

境

部

長

（

井

上

 

昭

）

九

番

山

口

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。

 

地

下

ポ

ン

プ

室

一

の

長

さ

が

先

ほ

ど

説

明

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

一

〇

メ

ー

ト

ル

掛

け

る

六

メ

ー

ト

ル

、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

量

が

二

九

・

七

立

米

で

ご

ざ

い

ま

す

。

杭

の

長

さ

が

四

〇

セ

ン

チ

の

直

径

で

、

深

さ

が

一

四

メ

ー

ト

ル

入

っ

て

お

り

ま

す

。

地

面

か

ら

約

二

メ

ー

ト

ル

下

が

っ

て

お

り

ま

す

の

で

、

問

題

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

九

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

九

番

山

口

耕

司

議

員

。

 

〇

九

番

（

山

口

耕

司

）

ポ

ン

プ

室

も

二

メ

ー

ト

ル

と

い

う

こ

と

で

す

ん

か

な

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

井

上

産

業

環

境

部

長

。

 

○

産

業

環

境

部

長

（

井

上

 

昭

）

九

番

山

口

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。

 

ポ

ン

プ

室

一

も

同

じ

く

地

面

か

ら

二

メ

ー

ト

ル

ほ

ど

下

が

っ

て

お

り

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

質

疑

を

終

わ

り

ま

す

。

 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

案

に

つ

き

ま

し

て

は

討

論

並

び

に

委

員

会

付

託

を

省

略

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

討

論

並

び

に

委

員

会

付

託

を

省

略

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

こ

れ

よ

り

本

案

を

採

決

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

案

は

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

案

は

原

案

の

と

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

次

に

日

程

第

六

、

議

第

二

号

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。
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事

務

局

長

に

件

名

を

朗

読

さ

せ

ま

す

。

 
 

○

事

務

局

長

（

坂

口

愼

一

）

議

第

二

号

 

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

い

て

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

提

案

理

由

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

平

田

あ

ん

し

ん

福

祉

部

長

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

あ

ん

し

ん

福

祉

部

長

 

平

田

耕

一

登

壇

〕

 

○

あ

ん

し

ん

福

祉

部

長

（

平

田

耕

一

）

た

だ

い

ま

上

程

い

た

だ

き

ま

し

た

議

第

二

号

、

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

き

ま

し

て

、

提

案

理

由

の

御

説

明

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

恐

れ

入

り

ま

す

が

、

お

手

元

の

議

案

書

四

ペ

ー

ジ

を

御

覧

願

い

ま

す

。

 

契

約

の

目

的

は

、

五

條

市

立

養

護

老

人

ホ

ー

ム

花

咲

寮

建

設

工

事

で

あ

り

、

契

約

の

方

法

は

、

総

合

評

価

落

札

方

式

（

簡

易

型

）

一

般

競

争

入

札

で

、

予

定

価

格

は

消

費

税

抜

き

で

十

二

億

一

千

百

一

万

円

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

ま

た

、

入

札

金

額

は

、

消

費

税

抜

き

で

十

億

八

千

九

百

九

十

万

九

千

円

で

あ

り

、

契

約

金

額

は

、

消

費

税

込

み

十

一

億

七

千

七

百

十

万

一

千

七

百

二

十

円

で

、

契

約

の

相

手

方

は

、

大

日

本

土

木

・

キ

タ

ム

ラ

特

定

建

設

工

事

共

同

企

業

体

、

代

表

者

、

奈

良

市

高

天

町

三

八

番

地

の

三

、

大

日

本

土

木

株

式

会

社

奈

良

営

業

所

所

長

藤

垣

淳

で

あ

り

ま

す

。

 

請

負

率

は

、

九

〇

・

〇

〇

パ

ー

セ

ン

ト

で

ご

ざ

い

ま

す

。
 

本

入

札

の

参

加

資

格

に

つ

き

ま

し

て

は

、

五

條

市

建

設

工

事

等

請

負

業

者

審

査

会

要

綱

に

よ

る

審

査

会

に

お

い

て

検

討

を

行

っ

た

結

果

、

五

條

市

建

設

工

事

等

競

争

入

札

参

加

資

格

を

有

す

る

建

設

業

者

二

者

又

は

三

者

で

構

成

さ

れ

る

特

定

建

設

工

事

共

同

企

業

体

で

あ

り

、

共

同

企

業

体

の

代

表

者

は

、

奈

良

県

内

に

本

店

、

支

店

又

は

営

業

所

を

有

し

、

五

條

市

建

設

工

事

等

競

争

入

札

参

加

資

格

の

建

築

一

式

の

登

録

を

受

け

た

者

で

あ

っ

て

、

か

つ

建

設

業

法

第

二

十

七

条

の

二

十

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

経

営

事

項

審

査

の

結

果

に

お

け

る

建

築

一

式

工

事

の

総

合

評

定

値

が

一

千

三

百

点

以

上

の

者

で

あ

る

こ

と

。

ま

た

共

同

企

業

体

の

構

成

員

は

、

五

條

市

建

設

工

事

等

競

争

入

札

参

加

資

格

の

建

築

一

式

の

登

録

を

受

け

た

者

で

あ

っ

て

、

か

つ

建

設

業

法

第

二

十

七

条

の

二

十

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

経

営

事

項

審

査

の

結

果

に

お

け

る

建

築

一

式

工

事

の

総

合

評

定

値

が

一

千

点

以

上

の

者

と

し

、

双

方

と

も

過

去

十

五

年

以

内

に

し

ゅ

ん

工

し

た

建

築

一

式

工

事

の

元

請

け

実

績

を

有

す

る

も

の

と

し

ま

し

た

。

 

平

成

三

十

年

十

月

十

九

日

に

入

札

公

告

を

行

い

、

同

年

十

一

月

三

十

日

ま

で

に

参

加

申

込

書

の

受

付

、

特

定

建

設

工

事

共

同

企

業

体

の

構

成

に

関

す

る

協

定

書

・

技

術

提

案

書

の

提

出

を

受

け

ま

し

た

。

 



- 22 - 

 

平

成

三

十

一

年

一

月

十

七

日

ま

で

に

、

二

共

同

企

業

体

か

ら

入

札

書

の

提

出

が

あ

り

、

翌

一

月

十

八

日

に

開

札

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

 
そ

の

結

果

に

つ

き

ま

し

て

は

、

次

の

と

お

り

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

金

額

に

つ

い

て

は

、

消

費

税

抜

き

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

ま

ず

、

大

日

本

土

木

・

キ

タ

ム

ラ

特

定

建

設

工

事

共

同

企

業

体

、

入

札

金

額

十

億

八

千

九

百

九

十

万

九

千

円

、

評

価

値

一

一

・

五

〇

五

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

次

に

、

村

本

・

田

原

特

定

建

設

工

事

共

同

企

業

体

、

入

札

金

額

十

億

八

千

九

百

九

十

万

九

千

円

、

評

価

値

一

一

・

四

三

〇

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

評

価

値

の

高

い

、

大

日

本

土

木

・

キ

タ

ム

ラ

特

定

建

設

工

事

共

同

企

業

体

が

落

札

者

と

決

定

し

、

仮

契

約

を

締

結

い

た

し

ま

し

た

。

 

工

期

に

つ

き

ま

し

て

は

、

議

決

日

か

ら

、

平

成

三

十

二

年

三

月

十

六

日

ま

で

を

予

定

し

て

お

り

ま

す

。

 

以

上

で

、

議

第

二

号

の

提

案

理

由

の

御

説

明

を

終

わ

ら

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

よ

ろ

し

く

御

審

議

の

上

、

御

議

決

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

提

案

理

由

の

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 
 

こ

れ

よ

り

質

疑

に

入

り

ま

す

。

（

「

十

二

番

」

の

声

あ

り

）

十

二

番

大

谷

龍

雄

議

員

。

 

〇

十

二

番

（

大

谷

龍

雄

）

こ

の

件

に

つ

き

ま

し

て

は

、

こ

の

間

い

ろ

い

ろ

な

経

過

が

あ

り

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

入

札

が

終

わ

っ

て

あ

が

っ

て

き

て

お

り

ま

す

の

で

、

重

要

な

点

、

幾

つ

か

質

問

を

し

て

お

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

ま

ず

、

耐

震

性

で

す

け

れ

ど

も

、

皆

さ

ん

方

か

ら

い

た

だ

い

た

こ

の

仕

様

書

を

見

ま

す

と

、

耐

震

性

は

耐

震

構

造

で

や

る

と

、

そ

し

て

耐

震

構

造

基

準

は

国

施

設

に

準

拠

す

る

と

、

こ

う

な

っ

て

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

具

体

的

な

数

字

で

言

え

ば

震

度

ど

れ

ぐ

ら

い

ま

で

に

耐

え

ら

れ

る

構

造

に

な

る

の

か

。

 

そ

れ

と

耐

震

構

造

で

す

け

れ

ど

も

、

用

地

は

砂

利

を

取

る

た

め

に

一

〇

メ

ー

ト

ル

以

上

掘

っ

て

、

砂

利

を

取

っ

て

、

そ

の

後

埋

め

て

い

る

と

い

う

場

所

で

す

か

ら

ね

、

や

は

り

基

礎

工

事

は

か

な

り

強

固

に

し

て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

杭

打

ち

を

始

め

と

す

る

基

礎

工

事

を

行

う

も

の

か

ど

う

か

。

 

そ

し

て

も

う

一

つ

は

、

老

人

ホ

ー

ム

で

す

か

ら

、

必

要

な

火

災

報

知

器

の

設

置

、

ス

プ

リ

ン

ク

ラ

ー

の

設

置

等

々

が

さ

れ

る

設

計

に

な

っ

て

お

る

の

か

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

 

そ

し

て

も

う

一

つ

は

、

こ

の

間

の

質

問

で

は

定

員

六

十

名

で

す

け

れ

ど

も

、

現

在

入

所

者

数

が

五

十

名

に

達

し

て

い

な

い

の

で

は

な

い

で

す

か

。

要

介

護

一

、

二

の

皆

さ

ん

方

を

受

け

入

れ

て

も

現

在

五

十

前

後

だ

と

思

う

の

で

す

け

れ

ど

も

ね

。

ず

っ

と

空

き

部

屋

を

作

っ

た

上

で

活

用

す

る

と

い

う

の

は

、

こ

れ

は

も

う

ね

、

税

金

で

建

設

さ

れ

た

以

上

、

効

率

は

悪

い

わ

け

で

す

か

ら

ね

、

定

員

六

十

名

、

い

つ

も

い

っ

ぱ

い

に

な

る

よ

う

に

活

用

し

て

も

ら

う

と

い

う

目

標

で

頑

張

ら

な

い

か

ん

と

思

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

介

護

一

、

二

以

外

の

三

、

四

、

五

の

皆

さ

ん

方

の

受

入

れ

も

で

き

る

と

な

っ

た

場

合

は

、

そ

の

受

入

れ

の

部

屋

の

設

計

始

め

そ

の

他

の

必

要

な

設

計
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は

整

っ

て

い

る

の

か

ど

う

か

、

そ

の

辺

ど

う

で

す

か

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

平

田

あ

ん

し

ん

福

祉

部

長

。

 

○

あ

ん

し

ん

福

祉

部

長

（

平

田

耕

一

）

十

二

番

大

谷

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

し

ま

す

。

 

耐

震

基

準

に

つ

き

ま

し

て

は

、

国

の

設

計

に

準

拠

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

耐

震

に

つ

い

て

は

十

分

な

も

の

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

 

震

度

に

つ

き

ま

し

て

は

、

概

ね

六

、

七

の

と

こ

ろ

で

も

大

丈

夫

と

い

う

よ

う

な

指

針

に

基

づ

い

て

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

次

に

、

基

礎

工

事

に

つ

き

ま

し

て

で

す

が

、

砂

利

を

撤

去

し

て

お

る

と

い

う

こ

と

で

す

が

、

漏

れ

落

ち

に

つ

い

て

も

万

全

の

体

制

を

持

っ

て

工

事

管

理

し

て

い

く

も

の

と

し

て

お

り

ま

す

。

 

地

中

に

つ

き

ま

し

て

は

、

基

礎

地

盤

の

、

硬

質

地

盤

対

応

型

の

柱

状

改

良

地

盤

工

事

を

採

用

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

そ

の

点

に

つ

い

て

は

問

題

が

な

い

も

の

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

次

に

、

火

災

報

知

器

、

ス

プ

リ

ン

ク

ラ

ー

の

設

置

に

つ

き

ま

し

て

は

、

法

律

に

基

づ

き

設

置

す

る

も

の

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

六

十

名

の

定

員

と

い

う

と

こ

ろ

で

す

が

、

現

在

五

十

名

弱

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

こ

の

新

し

い

花

咲

寮

に

つ

き

ま

し

て

は

、

福

祉

避

難

所

と

い

う

性

質

も

持

っ

て

お

る

と

こ

ろ

で

あ

り

、

何

室

か

に

つ

き

ま

し

て

は

そ

の

対

応

が

で

き

る

よ

う

に

空

室

を

設

け

ま

す

が

、

概

ね

定

員

に

近

い

も

の

に

な

る

も

の

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

介

護

認

定

の

一

、

二

を

今

入

所

し

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

が

、

三

、

四

に

つ

い

て

の

受

入

れ

は

ど

う

か

と

い

う

こ

と

で

す

が

、

花

咲

寮

に

つ

き

ま

し

て

は

、

三

、

四

に

つ

い

て

の

受

入

れ

は

考

え

て

い

な

い

施

設

で

ご

ざ

い

ま

す

。
 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

質

疑

を

終

わ

り

ま

す

。

 

本

案

は

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

へ

付

託

い

た

し

ま

す

。
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○

議

長

（

平

岡

清

司

）

以

上

を

も

ち

ま

し

て

、

本

日

の

日

程

は

全

部

終

了

い

た

し

ま

し

た

。
 

あ

す

七

日

は

休

会

と

し

、

次

回

、

八

日

午

前

十

時

に

再

開

し

て

、

議

案

審

議

を

行

い

ま

す

。

 

本

日

は

、

こ

れ

を

も

ち

ま

し

て

散

会

い

た

し

ま

す

。

 

午

前

十

一

時

十

四

分

散

会
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